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神神
道
学
科
四
年

道
学
科
四
年　

木
下
木
下

早早
由
希
由
希

　

平
成
十
八
年
六
月
四
日
、
第
六
十
二
回
神
宮

　

平
成
十
八
年
六
月
四
日
、
第
六
十
二
回
神
宮

式
年
遷
宮
に
向
け
て
行
わ
れ
る
「
第
一
次
お
木

式
年
遷
宮
に
向
け
て
行
わ
れ
る
「
第
一
次
お
木

曳
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

曳
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
日
の
浜
参
宮
で
は
二
見
興
玉
神
社
に
正
式

　

前
日
の
浜
参
宮
で
は
二
見
興
玉
神
社
に
正
式

参
拝
し
ま
し
た
。
浜
参
宮
祓
詞
や
無
垢
塩
草
と

参
拝
し
ま
し
た
。
浜
参
宮
祓
詞
や 
無  
垢  
塩  
草 
と

む 

く 
し
お 
く
さ

い
う
祓
具
で
お
祓
い
し
、
興
玉
の
舞
の
奏
楽
な

い
う
祓
具
で
お
祓
い
し
、
興
玉
の
舞
の
奏
楽
な

ど
、
お
木
曳
き
前
に
心
身
祓
い
清
め
ら
れ
ま
し

ど
、
お
木
曳
き
前
に
心
身
祓
い
清
め
ら
れ
ま
し

た
。
た
。当

　

当
日
、宮
町
か
ら
外
宮
ま
で
、約
二
時

日
、宮
町
か
ら
外
宮
ま
で
、約
二
時
間
か
け

間
か
け

て
運
び
入
れ
ま
し
た
。
今
回
が
今
年
最
後
の
陸

て
運
び
入
れ
ま
し
た
。
今
回
が
今
年
最
後
の 
陸 おか

曳
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
奉
曳
団
や
全
国

 
曳 
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
奉
曳
団
や
全
国

び
きか

ら
集
ま
っ
た
一
日
神
領
民
あ
わ
せ
て
約
二
百

か
ら
集
ま
っ
た
一
日
神
領
民
あ
わ
せ
て
約
二
百

人
が
参
加
し
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
エ
ン
ヤ
の

人
が
参
加
し
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
エ
ン
ヤ
の

か
け
声

か
け
声
で
曳
き
ま
し
た
。古
式
に
の
っ
と
り
、無

で
曳
き
ま
し
た
。古
式
に
の
っ
と
り
、無

事
御
事
御
用
材
を
奉
曳
す
る
こ
と
が
で
き
、
奉
曳
に

用
材
を
奉
曳
す
る
こ
と
が
で
き
、
奉
曳
に

携
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で

携
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
形
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
形
で

遷
宮
に
携
わ
れ
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

遷
宮
に
携
わ
れ
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
五
年
の

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
五
年
の

式
年
遷
宮
が
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
ま
す
こ
と

式
年
遷
宮
が
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

し
、
伴
・
岡
田
両
講
師
も
前

日
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
板

書
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
講
話

に
改
善
を
加
え
、
聴
講
者
に

感
動
を
与
え
た
。
活
発
な
質

疑
も
あ
り
、
成
功
裡
に
終
了

し
た
。

　

記
念
講
演
会
は
こ
の
後
、

九
月
三
日（
日
）金
沢
で
、
同

十
六
日（
土
）・
十
月
二
十
八

日（
土
）・
十
二
月
二
日（
土
）

に
京
都
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
、
当
代
随
一
の「
京
の
匠
」

に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
る
。

申
込
み
・
問
合
せ
は
事
前
に

京
都
府
神
社
庁（
�
０
７
５
・

８
６
３
・
６
６
７
７
）ま
で
。

　

記
念
講
演
会
は
翌
二
十
日

（
日
）に
は
金
沢
で
開
催
さ

れ
、
百
二
十
名
余
の
参
加
者

が
あ
っ
た
。

　

社
団
法
人
霞
会
館
な
ど
と

の
共
催
に
よ
り
特
別
展
「
伊

勢
の
神
宮
と
神
宝
」
を
開
催

中
の
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

で
行
わ
れ
た
こ
の
講
演
会

は
、「
皇
學
館
大
学
公
開
セ
ミ

ナ
ー
」
と
銘
う
た
れ
、
午
後

一
時
に
開
会
。
最
初
に
岡
田

（
芳
）助
教
授
が
京
都
と
同
じ

く
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
て
解
説

し
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
伴
学

長
が
京
都
と
同
じ
演
題
で
講

演
し
た
。
年
齢
的
に
も
階
層

的
に
も
広
範
な
人
々
が
参
加

般
に
わ
た
り
御
援
助
下
さ
っ

た
京
都
府
神
社
庁
の
企
画
に

よ
り
、
神
宮
御
神
宝
の
調
製

を
担
当
し
て
い
る「
京
の
匠
」

の
講
演
が
あ
っ
た
。
そ
の
講

師
は
御
神
宝
の
つ
げ
櫛
調
製

者
の
「
十
三
や
」
竹
内
伸
一

氏
で
、
長
年
月
に
わ
た
る
厳

密
な
製
作
活
動
の
御
苦
労
な

ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

第
２
部
は
本
学
の
岡
田

（
芳
）助
教
授
が
「
伊
勢
の
神

宮
」
と
題
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上

映
し
、
こ
れ
に
分
か
り
や
す

く
解
説
を
加
え
た
。
第
３
部

ラ
ザ
京
都
に
お
い
て
行
わ

れ
、
百
五
十
名
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

当
日
は
三
部
構
成
で
午
後

一
時
半
よ
り
開
始
。
第
一
部

は
主
管
者
と
い
う
立
場
で
全

人
々
に
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
よ
う
と
い
う
こ
の
企
画
は

大
い
に
注
目
を
集
め
た
。

　

第
一
回
目
と
な
る
記
念
講

演
会
は
八
月
十
九
日（
土
）に

京
都
市
駅
前
の
ぱ
・
る
・
る
プ

と
、
式
年
遷
宮
の
意
義
や
思

想
、
神
宮
の
歴
史
や
祭
祀
の

実
際
な
ど
に
つ
い
て
一
般
の

　
『
伊
勢
の
神
宮
を
語
る 　

日
本
文
化
の
源
流
を
考
え
る

　

』
と
の
統
一
テ
ー
マ
の
も
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皇
學
館
大
学
で
は
、
平
成
二
十
四
年
に
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
時
あ
た
か
も
平
成
二
十
五
年
は
、
伊
勢
の
神
宮
の
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
が

斎
行
さ
れ
る
佳
節
に
当
た
る
。
本
学
で
は
前
記
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
に
奉
賛
す
る
記
念
講
演
会
を
両
宮

の
遷
御
が
完
了
す
る
平
成
二
十
五
年
ま
で
、
全
国
の
主
要
都
市
で
順
次
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

京
都
会
場
は
百
五
十
名
を
超
え
る
参
加
者

「「
第第

回回
神神
宮宮
式式
年年
遷遷
宮宮
御御
用用
材材
奉奉
曳曳
行行
事事
」」にに
参参
加加
しし
てて

６６２２

〜〜
一一
日日
神神
領領
民民
よよ
りり
〜〜

で
は
、
伴
学
長
が
「
伊
勢
の

神
宮
と
日
本
人
」
と
題
し
、

神
宮
が
本
宗
と
仰
が
れ
る
由

縁
や
、
天
照
大
神
が
日
本
人

の
大
祖
と
仰
が
れ
る
意
義
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
参

加
者
は
本
学
教
員
と
実
技
を

極
め
た
「
京
の
匠
」
に
よ
る

後
５
時
に
無
事
終
了
し
た
。

他
で
は
聞
け
な
い
講
話
を
最

後
ま
で
熱
心
に
聴
講
し
、
午

講義の内容は統一テーマに沿ったもので、一般の人にもわかりやすく式年遷宮の意義 ・ 思想や神宮の歴史 ・ 祭り ・ 信仰について解説
された。

第3回
「神宮の歴史と遷宮の展開」
日時　● １０月２８日（土）　１３時３０分～１７時
場所　● ぱ・る・るプラザ京都
講師　● 渡辺　寛教授
〈DVD解説〉本澤雅史助教授 

第4回
「伊勢の遷宮とその心」
日時　● １２月２日（土）　１３時３０分～１７時
場所　● 京都市醍醐交流会館
講師　● 清水　潔教授
〈DVD解説〉岡田芳幸助教授・学芸員

平成１８年度　講演予定 本年度は熊本県での開催も計画中です。

し
た
一
日
神
領
民
が
全
国
各
地
か
ら
ぞ
く
ぞ
く

し
た
一
日
神
領
民
が
全
国
各
地
か
ら
ぞ
く
ぞ
く

と
集
ま
り
、
清
め
ら
れ
た
白
の
大
集
団
と
な
っ

と
集
ま
り
、
清
め
ら
れ
た
白
の
大
集
団
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
況
か
ら
、
一
層
、
身
が

て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
況
か
ら
、
一
層
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
を
し
、
今
か
ら
行
わ
れ
る
行

引
き
締
ま
る
思
い
を
し
、
今
か
ら
行
わ
れ
る
行

事
の
清
ら
か
さ
と
盛
大
さ
を
肌
に
感
じ
ま
し

事
の
清
ら
か
さ
と
盛
大
さ
を
肌
に
感
じ
ま
し

た
。
た
。私

た
ち
は
、
光
栄
に
も
最
終
日
の
最
終
の
奉

　

私
た
ち
は
、
光
栄
に
も
最
終
日
の
最
終
の
奉

曳
車
を
奉
曳
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
奉
曳

曳
車
を
奉
曳
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
奉
曳

車
に
か
け
ら
れ
た
綱
を
手
に
取
り
、
伊
勢
市
宮

車
に
か
け
ら
れ
た
綱
を
手
に
取
り
、
伊
勢
市
宮

町
を
出
発
し
、
木
遣
り
子
の
「
エ
ン
ヤ
」
の
掛

町
を
出
発
し
、
木
遣
り
子
の
「
エ
ン
ヤ
」
の
掛

け
声
に
先
導
さ
れ
、
一
時
間
以
上
か
け
て
ゆ
っ

け
声
に
先
導
さ
れ
、
一
時
間
以
上
か
け
て
ゆ
っ

く
り
前
進
し
、
終
着
点
の
外
宮
に
御
用
材
を
運

く
り
前
進
し
、
終
着
点
の
外
宮
に
御
用
材
を
運

び
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

び
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

両
日
共
に
天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
に
「
お
木

　

両
日
共
に
天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
に
「
お
木

曳曳
き
」行
事
が
催
行
さ
れ
た
喜
び
と
、千
三
百

き
」行
事
が
催
行
さ
れ
た
喜
び
と
、千
三
百
年年

余
も
継
承
さ
れ
て
い
る
日
本
の
伝
統
文
化
に
実

余
も
継
承
さ
れ
て
い
る
日
本
の
伝
統
文
化
に
実

際
に
参
加
で
き
た
誇
り
と
感
動
は
、
日
本
人
と

際
に
参
加
で
き
た
誇
り
と
感
動
は
、
日
本
人
と

し
て
の
自
覚
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

し
て
の
自
覚
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
神
宮
の
行
事
を
始
め
、
多

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
神
宮
の
行
事
を
始
め
、
多

く
の
行
事
に
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

く
の
行
事
に
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

　

文文
学
部
研
究
科
修
士
課

学
部
研
究
科
修
士
課
程
・
教
程
・
教
育
学
専
攻

育
学
専
攻

前

出

将

志

前

出

将

志

　

平
成
十
八
年
六
月
三
日

　

平
成
十
八
年
六
月
三
日（
土
）

（
土
）と
四
日（

と
四
日（
日
）
日
）のの

二
日
に
亘
り
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
御

二
日
に
亘
り
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
御

用
材
奉
曳
行
事
に
皇
學
館
大
学
か
ら
一
日
神
領

用
材
奉
曳
行
事
に
皇
學
館
大
学
か
ら
一
日
神
領

民
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

民
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
。三

日
は
、
二
見
興
玉
神
社
に
て
参
拝
し
、
二

　

三
日
は
、
二
見
興
玉
神
社
に
て
参
拝
し
、
二

見
の
浜
で
採
取
さ
れ
た
無
垢
塩
草
で
お
祓
い
を

見
の
浜
で
採
取
さ
れ
た
無
垢
塩
草
で
お
祓
い
を

受
け
る
「
浜
参
宮
」
と
い
う
慣
わ
し
に
参
加
し
、

受
け
る
「
浜
参
宮
」
と
い
う
慣
わ
し
に
参
加
し
、

「
浜
参
宮
之
証
」と
書

「
浜
参
宮
之
証
」と
書
か
れ
た
木
札
を
胸
に
し
ま

か
れ
た
木
札
を
胸
に
し
ま

し
た
。
明
日
の
奉
曳
を
目
の
前
に
し
て
、
胸
が

し
た
。
明
日
の
奉
曳
を
目
の
前
に
し
て
、
胸
が

高
な
る
一

高
な
る
一
方
、心
身
と
も
に
清
め
ら
れ
ま
し
た
。

方
、心
身
と
も
に
清
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
四
日
は
、
全
身
白
装
束
を
身
に
ま

　

そ
し
て
、
四
日
は
、
全
身
白
装
束
を
身
に
ま

と
い
、
お
揃
い
の
法
被
に
額
に
は
日
の
丸
の
鉢

と
い
、
お
揃
い
の
法
被
に
額
に
は
日
の
丸
の
鉢

巻
を
巻
き
、
胸
に
は
浜
参
宮
の
木
札
と
新
た
に

巻
を
巻
き
、
胸
に
は
浜
参
宮
の
木
札
と
新
た
に

手
に
し
た
御
木
曳
と
焼
印
さ
れ
た
木
札
の
二
つ

手
に
し
た
御
木
曳
と
焼
印
さ
れ
た
木
札
の
二
つ

を
し
、
い
ざ
伊
勢
市
宮
町
の
出
発
点
に
向
か
い

を
し
、
い
ざ
伊
勢
市
宮
町
の
出
発
点
に
向
か
い

ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
同
じ
身
な
り
を

ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
同
じ
身
な
り
を

京都会場では当代随一の「京の
匠」による講演も行われます。
ご期待ください。

【第3回】弓　　【第4回】金工
定員　● １５０名

※京都会場は事前申込が必要で
す。お問合せは京都府神社庁
（�０７５・８６３・６６７７）まで。

金
沢
会
場
で
は
活
発
な
質
疑
応
答
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第62回 神宮
式年遷宮

記
念
講
演
会

記
念
講
演
会
をを
開
催
開
催

 

統
一
テ
ー
マ　

伊
勢
の
神
宮
を
語
る　
日
本
文
化
の
源
流
を
考
え
る　

うなずいたりメモをとったりするなど熱心に聞き入る聴衆者の姿が見られ、 記念すべ
き第１回目の講演会は好評を博した。

金沢会場

金沢会場



皇 學 館 学 園 報平成１８年１０月２０日 第９号　�　 ２

時
代
」
を
迎
え
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
強
化
は

学
生
確
保
が
厳
し
さ
を
増
す

中
で
の
対
策
の
一
つ
で
あ
る

と
同
時
に
、
本
学
の
伝
統

�
文
武
両
道
の
精
神
�復
活
へ

の
大
事
な
足
が
か
り
に
な
る

と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
の

導
入
で
競
技
レ
ベ
ル
の
高
い

選
手
が
多
く
入
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
彼
ら
を
ど

う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

か
が
一
つ
の
課
題
だ
が
、
強

化
ク
ラ
ブ
に
認
定
さ
れ
た
柔

道
部
の
増
井
節
郎
教
授
と
陸

上
部
の
小
木
曽
一
之
助
教
授

は
と
も
に
指
導
者
と
し
て
の

専
門
教
育
を
受
け
て
お
り
、

経
験
・
実
績
も
豊
富
だ
。
折

し
も
、
今
年
三
月
に
は
武
道

場
を
完
備
し
た
新
総
合
体
育

館
が
完
成
し
た
ば
か
り
。
ス

ポ
ー
ツ
に
、
学
業
に
、
活
気

に
満
ち
た
大
学
づ
く
り
に
向

け
本
学
は
着
実
に
足
場
を
固

め
つ
つ
あ
る
。

海
イ
ン
カ
レ
で
女
子
が
総
合

四
位
に
入
賞
す
る
な
ど
着
々

と
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、

小
木
曽
助
教
授
が
部
員
に
い

つ
も
言
い
聞
か
せ
る
の
は

「
成
績
は
結
果
で
あ
っ
て
目

標
で
は
な
い
」と
い
う
こ
と
。

他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
、

昨
日
の
自
分
と
比
べ
ど
れ
だ

け
成
長
し
て
い
る
か
が
何
よ

り
大
切
だ
と
説
く
。
同
部
に

所
属
す
る
学
生
の
中
に
は
、

卒
業
後
、
教
育
現
場
に
立
つ

こ
と
を
希
望
す
る
者
も
多

い
。
陸
上
を
通
し
て
学
ん
だ

指
導
の
あ
り
方
は
、
今
後
彼

ら
が
教
員
と
な
っ
た
と
き
の

指
針
と
な
る
は
ず
だ
。

伝
統
復
活
と
知
名
度

向
上
へ
の
期
待

　　

二
〇
〇
四
年
七
月
に
文
部

科
学
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る

中
央
教
育
審
議
会
が
公
表
し

た
試
算
に
よ
る
と
、
来
春
は

大
学
・
短
大
の
志
願
者
数
が

入
学
数
と
一
致
す
る
「
全
入

磨
し
あ
う
な
ど
雰
囲
気
も
良

く
な
っ
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
全
体
の
力

が
上
向
き
に
な
っ
て
い
る
中

で
の
強
化
ク
ラ
ブ
指
定
は
、

部
員
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

で
も
あ
る
。
寄
せ
ら
れ
る
期

待
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
替
え
つ

つ
、「
ど
ん
な
日
で
も
練
習
で

き
る
よ
う
に
、
全
天
候
型
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ほ
し
い
」
と

部
員
達
も
今
ま
で
以
上
に
意

欲
的
だ
。

教
員
の
道
で
活
き
る

指
導
力

　　

こ
の
五
月
に
行
わ
れ
た
東

ユ
バ
ス
キ
ュ
ラ
大
学
大
学
院

で
博
士（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
）の

学
位
を
取
得
し
、『
学
生
の
た

め
の
健
康
科
学
』『
陸
上
競
技

を
科
学
す
る
』
な
ど
著
書
も

多
い
。

　

部
員
に
は
筋
力
や
持
久
力

な
ど
身
体
の
各
デ
ー
タ
を
元

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
練
習
メ
ニ

ュ
ー
を
作
成
。
選
手
が
ど
の

レ
ベ
ル
に
あ
る
か
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
に
何
が
必
要

か
な
ど
科
学
の
視
点
に
基
づ

き
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
や
が

て
、
自
己
ベ
ス
ト
や
皇
學
館

大
新
記
録
を
更
新
す
る
部
員

が
続
出
し
、
互
い
に
切
磋
琢

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
技
を
模

範
演
技
と
し
て
披
露
し
て
い

た
だ
き
、
美
し
く
流
れ
る
よ

う
な
身
体
の
動
き
を
部
員
に

体
感
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の

だ
。
柔
道
に
対
す
る
心
構
え

な
ど
精
神
面
の
鍛
錬
も
期
待

す
る
。

　
「
強
化
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て

か
ら
一
名
の
脱
落
者
も
出
て

い
ま
せ
ん
し
、
部
員
も
今
ま

で
以
上
に
顔
つ
き
が
し
っ
か

り
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

日
に
日
に
手
応
え
を
感
じ
ま

す
ね
」
と
、
増
井
教
授
は
胸

を
張
る
。

を
見
つ
け
コ
ツ
コ
ツ
取
り
組

む
う
ち
、
チ
ー
ム
全
体
が
強

く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

遠
征
で
実
践
力
を

身
に
つ
け
る

　　

今
年
三
月
に
強
化
ク
ラ
ブ

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
部

活
動
に
一
層
の
弾
み
が
つ
い

た
。な
か
で
も
大
き
い
の
は
、

予
算
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
遠
征
試
合
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
。
練
習
の
成
果
を
試

す
に
は
、
や
は
り
実
践
が
必

要
だ
。
瞬
時
の
判
断
力
や
対

応
力
な
ど
本
番
だ
か
ら
こ
そ

養
え
る
も
の
も
多
く
、ま
た
、

体
格
も
技
も
さ
ま
ざ
ま
な
他

大
生
と
交
流
す
る
こ
と
で
自

ら
を
客
観
視
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
増
井
教
授
は
学

外
コ
ー
チ
五
人
を
招
い
て
の

特
別
指
導
を
検
討
し
て
い

る
。
背
負
い
投
げ
や
寝
技
な

だ
体
力
を
消
耗
す
る
だ
け
の

練
習
は
無
意
味
で
あ
り
ケ
ガ

の
心
配
が
増
え
る
だ
け
だ
か

ら
だ
。
や
が
て
、
部
員
た
ち

は
自
分
た
ち
で
考
え
始
め

た
。
弱
点
を
克
服
す
る
に
は

ど
ん
な
技
を
磨
け
ば
い
い

か
、
長
所
を
伸
ば
す
に
は
何

を
鍛
え
れ
ば
い
い
の
か
…
。

そ
し
て
、
自
ら
小
さ
な
課
題

う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
を

め
ざ
す
な
ら
、
頭
の
良
さ
と

精
神
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

　

言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
増
井
教
授
は
い
つ
も
部

員
一
人
ひ
と
り
に
そ
の
練
習

を
行
う
�
根
拠
�を
質
す
。
た

　
「
運
動
だ
け
出
来
れ
ば
い

い
、
と
い
う
の
は
昔
の
話
で

す
よ
」

こ
う
話
す
の
は
、
柔
道
部
の

部
長
を
務
め
る
増
井
節
郎
教

授
だ
。「
ベ
ス
ト
８
ま
で
だ
っ

た
ら
力
技
で
狙
え
る
で
し
ょ

　
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
・
指
定
強
化
ク
ラ
ブ
制
度
を
導
入 

文
武
両
道
の
伝
統
が
甦
る

文
武
両
道
の
伝
統
が
甦
る

　

平
成
十
九
年
度
入
学
試
験
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
枠
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
の
を
受

け
、
大
学
側
が
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
指
定
強
化
ク
ラ
ブ
制
度
の
導
入
が
決
ま
っ
た
。

も
と
よ
り
本
学
に
は
神
宮
皇
學
館
以
来
�
文
武
両
道
�
の
気
風
が
流
れ
て
お
り
、
ま
た
少

子
化
の
波
が
急
速
に
押
し
寄
せ
る
な
か
知
名
度
ア
ッ
プ
へ
の
期
待
も
か
か
る
。
今
年
度
、

同
ク
ラ
ブ
制
度
に
選
ば
れ
た
の
は
柔
道
部
・
陸
上
部
の
二
つ
。
そ
の
活
動
を
追
っ
た
。

�
考
え
る
柔
道
�を
め
ざ
し
て 

 

柔
道
部 

　

通
常
、
体
力
は
二
十
歳
頃

を
ピ
ー
ク
に
だ
ん
だ
ん
落
ち

て
ゆ
く
。
し
か
し
、
小
木
曽

一
之
助
教
授
率
い
る
陸
上
競

技
部
で
は
ほ
と
ん
ど
の
選
手

は
次
々
と
自
己
新
記
録
を
マ

ー
ク
し
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
秘
密
は
「
科
学
的
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
だ
。
小
木
曽

助
教
授
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

総合体育館落成記念行事

気持ち新たに
汗流す

　皇學館高校・大学　柔道部　

　

新
総
合
体
育
館
完
成
を
祝
う
記
念
行
事
の
最
後
を

飾
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
六
月
二
十
四
日（
土
）に
柔

道
の
交
流
試
合
が
行
わ
れ
た
。
高
校
の
部
は
静
岡
学

園
高
等
学
校
と
対
戦
し
三
勝
二
敗
一
引
分
け
、
大
学

の
部
は
岐
阜
県
学
生
柔
道
連
盟
選
抜
チ
ー
ム
と
戦
い

四
勝
三
敗
一
引
分
け
と
奮
闘
し
た
。

　

皇
大
柔
道
部
主
将
の
松
本
佳
憲
さ
ん
は
「
前
に
比

べ
畳
が
ソ
フ
ト
に
な
り
、
ケ
ガ
の
心
配
が
な
く
な
っ

た
」
と
質
の
高
い
練
習
環
境
を
か
な
え
る
新
し
い
道

場
に
満
足
し
た
様
子
。
一
会
場
増
設
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
今
後
、
他
校
と
の
交
流
試
合
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
話
す
。
ま
た
、
強
化
ク
ラ
ブ
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
で
ヤ
ル
気
が
増
し
た
、
と
も
。
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
た
。

一人ひとりの特長にあった練習方法を考え、データを中心に科学的な視点で指
導を行う小木曽一之助教授。部内の雰囲気は明るく、先輩後輩の関係も良い。

部員の信頼厚い増井節郎教授。

体育館完成後初の試合で互いに日頃の練習の成果をぶつけ合う選手たち。
観覧者も思わず身を乗り出し声援を送る白熱した闘いとなった。

競歩は今年も東海インカレでみごと優勝!

意気込みを語る主将の松本佳憲さん。

科
学
ト
レ
で
自
己
新
が
続
出 

 

陸
上
競
技
部 
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平平
和
へ
の
願
い
を
込
め

和
へ
の
願
い
を
込
め
てて

戦
没
学
徒
慰
霊
碑
の
建
立

が
発
令
さ
れ
、
神
宮
皇
學

館
大
学
か
ら
在
学
生
の
四

割
を
超
え
る
百
五
十
一
名

の
学
生
が
出
征
。
う
ち
二

十
二
名
が
尊
い
命
を
祖
国

の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
。

　

当
時
の
山
田
孝
雄
学
長

は
学
業
半
ば
に
し
て
国
難

に
殉
ぜ
ん
と
す
る
学
生
の

た
め
に
旧
六
角
講
堂
に
お

い
て
壮
行
送
別
会
を
催

し
、
最
後
の
特
別
講
義
を

行
っ
た
。
伝
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
に
よ
る
と
満
堂
寂
と

し
て
声
な
く
、
万
感
胸
に

迫
っ
た
と
い
う
。

　

木
陰
に
建
つ
慰
霊
碑
を

前
に
、
平
和
へ
の
思
い
を

新
た
に
し
た
い
。

平
成
十
八
年
二
月
十
一
日
に
竣
功
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

戦
後
六
十
周
年
の
節
目

に
あ
た
り
、
本
学
で
は
伊

勢
学
舎
旧
六
角
講
堂
跡
地

に
戦
没
学
徒
慰
霊
碑
（
流

政
之
氏
作
）
を
建
立
し
庭

園
と
し
て
整
備
し
た
。

　

由
来
記
に
よ
る
と
大
東

亜
戦
争
が
熾
烈
を
極
め
た

昭
和
十
八
年
十
月
、
文
科

系
学
徒
の
徴
兵
猶
予
停
止



皇 學 館 学 園 報�　第９号 平成１８年１０月２０日　３

夜
を
楽
し
ん
だ
。

　

翌
二
十
七
日
は
、
午
前
九

時
よ
り
の
総
会
に
お
い
て
、

神
宮
遥
拝
、国
歌
斉
唱
、物
故

会
員
へ
の
黙
祷
の
後
、
小
串

和
夫
館
友
会
会
長
の
挨
拶
、

上
杉
理
事
長
よ
り
創
立
百
三

十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記

念
事
業
の
進
行
状
況
や
募
金

経
過
の
状
況
、
伴
学
長
よ
り

大
学
や
学
生
の
現
況
報
告
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
神
宮

大
宮
司
代
理
と
し
て
飯
田
信

行
さ
ん
よ
り
来
賓
の
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。
議
事
に
つ
い

て
は
滞
り
な
く
予
定
さ
れ
た

事
項
が
原
案
通
り
承
認
さ

れ
、
次
期
開
催
地
の
佐
波
豊

三
重
県
支
部
長
よ
り
歓
迎
す

る
旨
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
研
究
所
長
の
原

　

八
月
二
十
六
日（
土
）、
二

十
七
日（
日
）の
両
日
、
長
崎

市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に

お
い
て
、
平
成
十
八
年
度
の

館
友
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
十
一
年
ぶ
り
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
の
開
催
と
な

り
、
二
十
六
日
に
は
午
後
四

時
よ
り
支
部
長
役
員
会
、
午

後
五
時
よ
り
懇
親
会
が
全
国

大
会
に
先
立
ち
催
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
は
、
胡
弓
、
琵
琶
、

七
弦
琴
の
幻
想
的
な
演
奏
か

ら
始
ま
り
、
遠
路
参
加
さ
れ

た
館
友
諸
氏
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
楽
し
み
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本

三
代
夜
景
と
い
わ
れ
る
長
崎

の
一
千
万
ド
ル
の
夜
景
を
見

学
に
行
く
者
、
同
期
会
に
参

加
す
る
者
等
大
い
に
長
崎
の

懇親を深め、久しぶりの再会を喜び合う参加者。盛会のうちにお開きとなった。

$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$

$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$
$

二二
日
間
日
間
にに
わわ
た
る
た
る
開
催
は
十

開
催
は
十
一
年
一
年
ぶぶ
りり

長
崎
で
館
友
全
国
大
会
を
開
催

甘
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甘
甘
甘
甘
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甘
甘
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甘

甘
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篤
志
・
そ
の
他
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甘
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甘
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甘
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甘
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甘
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甘
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甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
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甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

二
万
円 

岐
阜
県
神
社
庁

 

大
野
郡
支
部
様

（
高
山
市
一
宮
町
）

二
万
円 

岐
阜
県
神
社
庁

 

土
岐
支
部
様

（
土
岐
市
妻
木
町
）

二
万
円 

岐
阜
県
神
社
庁

 

揖
斐
郡
支
部
様

（
揖
斐
郡
大
野
町
）

二
万
円 

護
山
神
社
様

（
中
津
川
市
付
知
町
）

二
万
円 

坂
下
神
社
様

（
中
津
川
市
坂
下
町
）

二
万
円 

榊
山
神
社
様

（
中
津
川
市
福
岡
町
）

二
万
円 

手
力
雄
神
社
様

（
岐
阜
市
蔵
前
）

二
万
円 
村
国
真
墨
田
神
社
様

（
各
務
原
市
鵜
沼
山
崎
町
）

二
万
円 

日
吉
神
社
様

（
郡
上
市
八
幡
町
）

二
万
円 

日
枝
神
社
様

（
高
山
市
城
山
）

二
万
円 

八
幡
神
社
様

（
土
岐
市
妻
木
町
）

二
万
円 

八
幡
神
社
様

（
中
津
川
市
阿
木
）

二
万
円 

八
剱
神
社
様

（
羽
島
市
下
中
町
）

一
万
円 

諏
訪
神
社
様

（
中
津
川
市
茄
子
川
）

一
万
円 

西
宮
神
社
様

（
中
津
川
市
え
び
す
町
）

五
千
円 

出
雲
福
徳
神
社
様

（
中
津
川
市
坂
下
町
）

五
千
円 

常
葉
神
社
様

（
中
津
川
市
福
岡
町
）

五
千
円 

白
山
神
社
様

（
中
津
川
市
福
岡
町
）

二
万
円 

安
弘
見
神
社
様

（
中
津
川
市
蛭
川
）

二
万
円 

加
佐
美
神
社
様

（
各
務
ヶ
原
市
緑
苑
東
）

二
万
円 

岐
阜
県
神
社
庁

 

安
八
郡
支
部
様

（
安
八
郡
神
戸
町
）

二
万
円 

岐
阜
県
神
社
庁

 

羽
島
支
部
様

（
羽
島
市
竹
鼻
町
）

二
万
円 

岐
阜
県
神
社
庁

 

吉
城
郡
支
部
様

（
高
山
市
国
府
町
）

二
万
円 

岐
阜
県
神
社
庁

 

恵
那
市
支
部
様

（
恵
那
市
明
智
町
）

神
社
界

　
福
島
県 

六
十
万
円 
伊
佐
須
美
神
社
様

（
会
津
高
田
町
）

埼
玉
県 

五
十
万
円 

氷
川
神
社
様

（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
）

東
京
都 

十
万
円 

芝
大
神
宮
様

（
港
区
芝
大
門
）

岐
阜
県 

四
十
万
円 

桜
山
八
幡
宮
様

（
高
山
市
桜
町
）

四
万
円 

久
尻
神
社
様

（
土
岐
市
泉
町
）

創立１３０周年・再興５０周年記念事業寄付金
進捗状況 平成１８年８月３１日現在

　区　　分 申込件数 申込金額 　（円）  納込金額 　（円） 

宗　教　界 497 670,315,000 433,820,000

館　　　友 550 66,316,000 53,126,000

篤　志　家 33 17,490,000 17,290,000

萼　の　会 1,149 36,835,000  36,835,000

企　　　業 96 55,775,000 47,835,000

本法人関係 231 54,457,000 41,446,000

合　　　計 2,556 901,188,000 630,352,000

　

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
募
金
に

つ
き
ま
し
て
、
学
内
外
の
方
々
か
ら
変
わ
ら
ぬ
励
ま
し
の

声
と
と
も
に
そ
の
後
も
多
く
の
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
好
意
に
対
し
て
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

々
の
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
活
動
の

一
層
の
充
実
を
は
か
る
べ
く
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
芳
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八

月
三
十
一
日
ま
で
の
到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

個　
　

人

　
静
岡
県 

十
万
円 

幡
鎌　
　

繁
様

五
万
円 

中
澤　
　

聰
様

五
万
円 

廣
幡　

行
伸
様

愛
知
県 

二
万
円 

佐
藤　

寛
典
様

三
重
県 

五
万
円 

坂
口　

賢
次
様

五
万
円 

出
口　

昭
和
様

創創
立
百
三
十
周
年

立
百
三
十
周
年
・・
再再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

興
五
十
周
年
記
念
事
業　

寄寄
付
者
付
者
芳芳
名名
●８
 

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

館　
　
　

友
滋
賀
県 

十
万
円 

田
村　

英
治
様

京
都
府 

五
十
万
円 

森　
　

壽
雄
様

一
万
円 

齊
田　
　

真
様

大
阪
府 

六
万
円 

倉
田　

順
雄
様

五
万
円 

大
引　

一
男
様

五
万
円 

河
原
田
良
一
様

五
万
円 

山
本　

昌
治
様

三
万
円 

東
郷　

信
行
様

一
万
円 

亀
田　

正
雄
様

一
万
円 

神
田　

正
渡
様

一
万
円 

米
谷
豊
之
祐
様

一
万
円 

佐
藤　

暢
彦
様

奈
良
県 

十
万
円 

飛
鳥　

弘
文
様

三
十
万
円 

室
田　

一
樹
様

五
万
円 

蒔
田　

幸
代
様

五
万
円 

松
田
美
智
子
様

一
万
円 

吉
田　

純
子
様

三
重
県 

六
十
万
円

 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
・

 

コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン
様

二
万
円 

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

 

三
重
株
式
会
社
様

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

本
法
人
関
係

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

企　
　

業

奈
良
県 

三
十
万
円 

白
井
伊
佐
牟
様

募 金 の お 願 い
　現在まで多数のご協賛をお寄せいただいております
が、この記念事業を完遂するためには、なお多くのご協
力を仰がねばなりません。
　つきましては、厳しい経済状況にはありますが、この
事業に託す本学の意思と熱意をお汲みいただくととも
に、学校法人皇學館の明日にご期待いただき、格段のご
支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

問い合せ先／学校法人　皇學館　記念事業推進室
〒５１６　８５５５　三重県伊勢市神田久志本町１７０４
ＴＥＬ０５９６・２２・６３１３　ＦＡＸ０５９６・２７・１７０４
E-mail　suishin@kogakkan-u.ac.jp

田
博
二
氏
に
よ
る
「
国
際
貿

易
都
市
長
崎
の
歴
史
と
文

化
」
と
題
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
中
国
と
の

関
係
か
ら
現
在
に
至
る
文
化

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

懇
切
丁
寧
に
説
明
さ
れ
た
記

念
講
演
が
あ
っ
た
。
最
後
に

清
興
と
し
て
、「
長
崎
く
ん
ち

龍
踊
」
が
披
露
さ
れ
た
。
名

残
の
尽
き
な
い
中
、
次
回
伊

勢
で
の
再
会
を
お
互
い
誓
い

合
い
、
正
午
前
盛
会
の
う
ち

に
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

平
成
十
八
年
八
月
二
十
六

日
に
任
期
満
了
と
な
る
役
員

の
改
選
が
理
事
会
・
評
議
員

会
で
行
わ
れ
、
満
場
一
致
を

持
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
創
立

百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周

年
記
念
事
業
が
継
続
中
で
あ

り
、
学
内
の
諸
改
革
に
手
腕

を
発
揮
さ
れ
て
い
る
上
杉
千

郷
理
事
長
以
下
も
重
任
さ

れ
、
新
た
に
常
任
理
事
に
、

大
神
神
社
宮
司
の
鈴
木 

治

氏
、
理
事
に
伊
勢
市
長
の
森

下
隆
生
氏
に
就
任
を
願
っ

た
。

　
役　

職　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　
　

名 

　
（
敬
称
略
）

 

　

理
事
長 

上　

杉　

千　

郷
﹇
重
任
﹈

副
理
事
長（
常
任
理
事
） 

小　

串　

和　

夫
﹇
重
任
﹈

常
務
理
事 

宗　

林　

正　

人
﹇
重
任
﹈

常
任
理
事 

村
田　

仙
右
衛
門
﹇
重
任
﹈

常
任
理
事 

 
　

田　

益　

嗣
﹇
重
任
﹈

常
任
理
事 

 
　

城　

治　

延
﹇
重
任
﹈

常
任
理
事 

鈴　

木　
 
　

治
﹇
新
任
﹈

以
上
、任
期　

平
成
十
八
年
八
月
二
十
七
日
〜
平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日

 
理　
　

事（
学
長
） 

伴　
　

五
十
嗣
郎
﹇　
　

﹈

任
期　

平
成
十
五
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 
理　
　

事（
文
学
部
長
） 

奥　

野　

純　

一
﹇　
　

﹈

理　
　

事（
社
会
福
祉
学
部
長
） 
櫻　

井　

治　

男
﹇　
　

﹈

理　
　

事（
事
務
局
長
） 

大　

竹　

辰　

也
﹇　
　

﹈

以
上
、
任
期　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

 
理
事（
高
等
学
校
兼
中
学
校
長
） 

中　

村　

正　

昭
﹇　
　

﹈

任
期　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 
理　
　

事 

高　

山　
　
　

亨
﹇
重
任
﹈

理　
　

事 

上　

山　

善　

紀
﹇
重
任
﹈

理　
　

事 

亀　

井　

利　

克
﹇
重
任
﹈

理　
　

事 

森　

下　

隆　

生
﹇
新
任
﹈

監　
　

事 

山　

中　

隆　

雄
﹇
重
任
﹈

監　
　

事 

賀　

勢　
　
　

弘
﹇
重
任
﹈

以
上
、任
期　

平
成
十
八
年
八
月
二
十
七
日
〜
平
成
二
十
年
八
月
二
十
六
日
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�
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学
校
学
校

法
人
法
人

皇
學
館
の

 

皇
學
館
の
役
員
役
員
、、改改
選
さ
れ
る

選
さ
れ
る

滋
賀
県 

百
万
円 

建
部
大
社
様

（
大
津
市
神
領
）

三
十
万
円 

田
村
神
社
様

（
甲
賀
市
土
山
町
）

二
十
万
円

 

太
郎
坊
阿
賀
神
社
様

（
東
近
江
市
小
脇
町
）

三
万
円 

八
木
神
社
様

（
愛
知
郡
愛
荘
町
）

京
都
府 

二
百
万
円 
賀
茂
別
雷
神
社
様

（
京
都
市
北
区
）

大
阪
府 

五
百
十
万
円
﹇
十
万
円
増
額
﹈

 

方
違
神
社
様

（
堺
市
北
三
国
ヶ
丘
町
）

五
十
万
円 

坐
摩
神
社
様

（
大
阪
市
中
央
区
）

五
十
万
円 

生
國
魂
神
社
様

（
大
阪
市
天
王
寺
区
）

五
十
万
円 

枚
岡
神
社
様

（
東
大
阪
市
出
雲
井
町
）

島
根
県 

三
万
円 

物
部
神
社
様

（
大
田
市
川
合
町
）

岡
山
県 

五
十
万
円 

中
山
神
社
様

（
津
山
市
一
宮
）

長
崎
県 

二
万
円 

三
柱
神
社
様

（
北
松
浦
郡
佐
々
町
）

五
万
円 

飛
鳥　

朝
子
様

岡
山
県 

百
万
円 

湯
浅　

正
敬
様

十
万
円 

佐
伯　

正
禮
様

山
口
県 

二
十
五
万
円 
野
村　

清
風
様

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
ご
芳
名
・

金
額
等
の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、

別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
神
社
界
／
筥
崎
宮
様　

■
館
友
／
二
名　
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徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
の
強
化

合
宿
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
や
課
外
授
業
な
ど
、
忙
し

い
日
程
の
合
間
を
縫
っ
て
の

参
拝
で
あ
っ
た
が
、
都
会
と

は
思
え
な
い
宮
域
の
清
々
し

さ
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
よ

う
な
厳
粛
さ
を
体
験
し
、
帰

途
口
々
に
そ
の
感
動
を
語
っ

て
い
た
。

　

真
夏
に
し
て
は
比
較
的
涼

し
い
日
で
あ
っ
た
が
、
建
学

の
精
神
を
改
め
て
自
覚
す
る

貴
重
な
一
日
と
な
っ
た
。

本
校
の
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
年
も
例
年
の
ご

と
く
、
昨
年
十
月
に

高
校
及
び
中
学
校
の

教
職
員
、
生
徒
全
員

が
謹
書
し
た
も
の
を

装
丁
し
、
七
月
三
十

一
日
に
明
治
神
宮
に
奉
納
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
日
の

奉
納
者
は
、
上
杉
千
郷
理
事

長
、
本
間
一
誠
教
頭
、
小
林

裕
八
教
諭
、
高
校
生
徒
代

表
・
杉
田
貴
大
、
内
村
愛
、

中
学
生
徒
代
表
・
宇
城
元
太
、

西
川
美
帆
の
計
七
名
で
あ
っ

た
。

　

当
日
は
、
午
前
八
時
過
ぎ

に
伊
勢
を
発
ち
、
明
治
神
宮

へ
は
午
後
二
時
過
ぎ
に
参
拝

を
行
っ
た
。
ま
た
そ
の
折
、

神
前
に
お
い
て
全
員
で
教
育

勅
語
を
奉
唱
し
た
。
代
表
生

た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
教

育
勅
語
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
十
一
年
十
月
、
当
時
の
野

口
恒
樹
校
長
の
時
に
全
校
で

謹
書
を
行
い
、
こ
れ
以
降
、

伝
統
の
学
校
行
事

　　

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、

昭
和
三
十
八
年
の
開
校
以

来
、
建
学
の
精
神
を
継
承
し

　 

●２
 

皇
學
館
創
立
の
ル
ー
ツ
を
探
る
﹇
２
﹈

述
べ
た
。
今
回
は
い
よ
い
よ

「
神
宮
皇
學
館
」誕
生
の
経
緯

に
触
れ
た
い
。

　

前
回
、
皇
學
館
の
源
流
と

も
い
う
べ
き
林
崎
文
庫
と
豊

宮
崎
文
庫
の
存
在
に
つ
い
て

代
。
孝
明
天
皇

の
右
腕
と
し
て

手
腕
を
発
揮
し

神
宮
祭
主
で
あ

っ
た
朝
彦
親
王

は
日
本
古
来
の

伝
統
を
尊
び
、

古
儀
復
活
を
め
ざ
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
信
念
の
深
さ
は
、
規

則
第
一
条
に
見
て
と
れ
る
。

本
館
設
立
ノ
大
意
ハ
、
専

ラ
神
宮
ニ
関
ス
ル
古
伝
ヲ

明
ラ
カ
ニ
シ
、
其
他
神
典

国
史
律
令
格
式
地
理
物
産

民
俗
語
学
等
ニ
至
リ
、
生

徒
ヲ
シ
テ
之
ヲ
習
熟
セ
シ

　

神
宮
皇
學
館
の
創
立
は
明

治
十
五
年
四
月
三
十
日
、
式

年
遷
宮
の
山
口
祭
の
た
め
に

伊
勢
を
訪
れ
て
い
た 
久  
邇  
宮 

く 
に
の 
み
や

 
朝  
彦  
親  
王 
（
一
八
二
四
〜
一

あ
さ 
ひ
こ 
し
ん 
の
う

八
九
一
）
よ
り
皇
學
館
を
設

立
す
る
旨
の
令
達
が
出
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。
巷
に
は
文

明
開
化
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、

目
新
し
い
欧
米
文
化
の
流
入

に
日
本
固
有
の
精
神
ま
で
も

が
色
褪
せ
つ
つ
あ
っ
た
時

メ
、
以
テ
其
成
材
ヲ
要
ス

「
神
宮
に
関
す
る
古
伝
を
明

ら
か
に
し
」
と
特
記
し
、
ま

た
優
秀
な
者
は
終
身
神
宮
に

奉
職
せ
し
め
る
と
規
定
し
て

い
る
。
も
と
よ
り
朝
彦
親
王

は
教
学
に
深
い
関
心
が
あ

り
、
京
都
の
御
邸
に
お
い
て

は
神
職
を
集
め
て『
古
事
記
』

な
ど
の
講
義
を
行
っ
て
い
た

　 ４

 

一
点
を
リ
ー
ド
し
て
迎
え
た

七
回
。
ノ
ー
ア
ウ
ト
で
出
塁

を
許
し
た
こ
と
で
、
相
手
ピ

ッ
チ
ャ
ー
に
動
揺
の
色
が
見

え
た
。
最
初
、
バ
ン
ト
で
二

塁
へ
進
め
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
岡
部
監
督
は
急
遽
作
戦

を
変
更
し
、�
待
て
�の
指
示
。

思
惑
通
り
、
冷
静
さ
を
欠
い

た
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
フ
ォ
ア
ボ

ー
ル
と
な
り
、
無
死
一
・
二

塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
。
続

く
バ
ン
ト
で
無
死
満

塁
に
。
そ
こ
へ
、
三

橋
哲
也
選
手
が
走
者

一
掃
の
タ
イ
ム
リ
ー

ス
リ
ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ

ト
を
放
ち
、
本
校
初

と
な
る
東
海
大
会
出

場
権
を
手
に
入
れ

た
。

学学
園園
ニニュュ
ーー
スス
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六
日
間
で

フ
ォ
ー
ム
改
造

　　
「
す
ば
や
く
気
持
ち
を
切

り
替
え
た
の
が
良
か
っ
た
ん

で
し
ょ
う
」
と
岡
部
監
督
。

準
決
勝
で
海
星
に
敗
れ
た
も

の
の
、
ま
さ
に
背
水
の
陣
と

な
っ
た
こ
の
試
合
に
、
部
員

た
ち
は
集
中
力
を
途
切
ら
せ

る
こ
と
な
く
臨
ん
だ
と
い

う
。
ま
た
、
高
野
連
派
遣
の

理
学
療
法
士
に
長
谷
川
朋
希

投
手
が
球
を
投
げ
る
際
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
指
摘
さ

れ
、
フ
ォ
ー
ム
を
改
造
し
た

の
も
功
を
奏
し
た
。
三
位
決

定
戦
ま
で
あ
と
六
日
と
い
う

ほ
ど
後
進
の
育
成
に
心
を
砕

い
て
い
た
。

　

本
学
史
料
編
纂
所
の
岡
田

登
教
授
に
よ
る
と
、
占
領
軍

に
よ
っ
て
廃
学
さ
せ
ら
れ
る

と
い
う
憂
目
を
み
る
以
前
は

「
東
の
東
大
、
西
の
皇
學

館
」
と
称
さ
れ
る
な
ど
、
学

問
の
道
を
志
す
若
者
に
と
っ

て
憧
れ
の
学
舎
だ
っ
た
と
い

う
。
創
立
百
三
十
周
年
・
再

興
五
十
周
年
の
節
目
に
向
け

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
今
、
こ
こ
で
学
ぶ
意
義

を
改
め
て
問
い
直
し
た
い
。

先
達
の
思
い
に
報
い
る
た
め

に
も
。

神宮制度の確立をはじめ『神宮明治祭式』
の完成など朝彦親王のご業績は数多い。

朝彦親王令達（神宮司庁公文類纂）

短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
岡

部
監
督
が
付
き
っ
き
り
で
肩

に
負
担
の
か
か
ら
な
い
フ
ォ

ー
ム
を
猛
特
訓
。
や
が
て
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
格
段
に
良

く
な
っ
た
と
相
方
で
あ
る
下

村
尚
捕
手
も
驚
く
成
長
ぶ
り

を
見
せ
、
試
合
で
は
轟
文
哉

選
手
と
の
完
封
リ
レ
ー
で
勝

　

来
春
の
セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
出
場
の
鍵
を
握
る
「
第
五
十

九
回
秋
季
高
校
野
球
東
海
大
会
」
へ
、
皇
學
館
高
校
野
球

部
が
初
出
場
を
決
め
た
。
創
部
五
年
目
、
岡
部
博
英
監
督

就
任
三
年
目
に
し
て
の
快
挙
。
こ
の
吉
報
に
、
学
校
関
係

者
を
は
じ
め
地
元
市
民
か
ら
は
「
ホ
ッ
と
し
た
」「
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
喜
び
や
期
待
の
声
が
あ
が
っ
た
。

一
戦
一
戦
を
大
事
に
闘
っ

て
い
き
た
い
と
岡
部
監
督
。

「全員で勝ち取った切符」と話す下村捕
手（右）。三橋選手は「新しい歴史をつ
くりたい」と闘志を燃やす。

利
に
貢
献
し
た
。

◇　

◇　

◇

　

十
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た

抽
選
会
で
、
対
戦
相
手
は
岐

阜
県
の
中
京
高
校
に
決
ま
っ

た
。
試
合
が
行
わ
れ
る
の
は

十
月
二
十
八
日
だ
。
本
校
初

と
な
る
甲
子
園
出
場
を
め
ざ

し
て
、
今
後
の
奮
闘
を
期
待

し
た
い
。

当日は、上杉理事長（後列右から３人目）をはじめ高校・中学
生徒代表あわせて計７名によって奉納させていただいた。

　

四
日
市
工
を

四
―
〇
で
降
す

　　

秋
晴
れ
の
九
月
三
十
日
、

東
海
大
会
へ
の
最
後
の
一
枠

を
か
け
た
三
位
決
定
戦
が
四

日
市
市
営
霞
ケ
浦
球
場
で
行

わ
れ
、
本
校
が
四
―
〇
と
四

日
市
工
業
高
校
を
突
き
放
し

て
出
場
の
切
符
を
手
に
し

た
。

　

チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
の
は

　
県
大
会
結
果

　

（
東
海
大
会
出
場
校
）

 

 

【
三
重
】
①
海
星　
②
菰
野　
③
皇
學
館

【
愛
知
】
①
中
京
大
中
京　
②
東
邦　
③
愛
工
大
名
電

【
岐
阜
】
①
大
垣
日
大　
②
中
京　
③
大
垣
西

【
静
岡
】
①
常
葉
菊
川　
②
常
葉
橘　
③
浜
松
工

東
海
大
会 

準
々
決
勝　
　

月　

日（
日
） 

四
日
市
市
営
霞
ケ
浦
球
場

10

29

 

も
し
く
は
県
営
松
阪
球
場

準　
決　
勝　
　

月
4
日（
土
） 

四
日
市
市
営
霞
ケ
浦
球
場

11

決　
　

勝　
　

月
5
日（
日
） 

四
日
市
市
営
霞
ケ
浦
球
場

11
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教
育
勅
語
の
謹
書
を
奉
納

教
育
勅
語
の
謹
書
を
奉
納

　

7
月　

日　
明
治
神
宮
に　

３１

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皇學館高校　野球部

初初初初初ののののの東東東東東海海海海大大大大会会会会海大会出出出出出場場場場場!!!!!
岡部監督就任岡部監督就任  33年 年目での快挙目での快挙

　

九
月
三
十
日
か
ら
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た
「
の

じ
ぎ
く
国
体
」に
、本
学
皇
學
館
高
校
の
学
生
が
県

代
表
と
し
て
参
加
し
た
。
結
果
は
左
の
通
り
。

皇學館高校の県代表選手・監督

 中  川 　 太  喜  ［無差別級・大将］
なか がわ たい き

 中  川 　 裕  喜  ［７３ｋｇ以下級・次鋒］
なか がわ ゆう き柔道部

 北  川 　 裕  也 
きた がわ ゆう や

剣道部

 河  井 　 怜  愛  華 
かわ い れ い か

弓道部

県代表　監督　 吉  川 　 太  郎 
よし かわ た ろう

バスケットボール部
 中  村 
なか むら

　 有 
ゆ

 衣 
い

 山  本 　ひかる ［４×１００ｍリレー］
やま もと

 森  本 　 詞  織  ［走り幅跳］
もり もと し おり陸上部

 山  本 　
やま もと

 峻 
しゅん

 也 　　 行  岡 　　
や ゆき おか

 諒 　　
りょう

 片  淵 　 貴  史 
かた ぶち たか し

 齋  藤 　　 匠 　　 中  北 　 康  貴 
さい とう たくみ なか きた やす たかバレーボール部

■試合結果　三重県代表チームの成績

第２回戦　敗退柔　道

予選落ち弓　道

第１回戦（対石川県）敗退
ただし、先鋒であった北川君は、面、諸手突きを
決めて快勝

剣　道

ベスト８進出　全国第５位バスケットボール

森本、１０位
山本は、準決勝まで、決勝進出ならず陸　上

第１回戦（対石川県）敗退バレーボール

●●に
 

●●出
 

●●場
 

ののののののの
じじじじじじじ
ぎぎぎぎぎぎぎ
くくくくくくく

の
じ
ぎ
く
国国国国国国国
体体体体体体体
国
体

厳かな雰囲気の中、教育勅語を奉唱。


